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仏像納入文書の調査研究昨年度に継続して収集資料の盤理解読にあたり，資料集成の原

稿作成をおこなった。特に大報恩寺十大弟子像および唐招提寺礼堂釈迦如来像の納入品につ

いては納入事情及び結縁者の検討をおこなった。

南都造像史の研究西大寺に於ける彫刻作例を検討し，四王堂銅造四天王立‘像，木造十一

而観音立像，文殊菩薩騎獅像について.仰調査し，四天王像では当初の広LI天像の残欠を確認

した。また文殊菩薩像の獅子像像内の1293年（永仁元）の結縁僧願父・交名を確認した。

写真測量による仏像実測調査平城宮跡発掘調査部計測修最室との協同で実施している写爽

測:M:による実測調査は，上代の丈ﾉ'く像作例として，法隆寺金蝋釈迦三尊像，薬師寺金堂1.1光

・月光菩薩像，同寺講堂薬師如来像，蟹満寺釈迦如来像について実施した。また，従来の成

果を応用して飛鳥寺本尊および旧IIIIll寺仏頭について推定復原図を作'戊した（２頁参照)。

「仏像修理記録」に関する調査研究本研究所所蔵になる|Ｈ１:]本美術院第２部のいわゆる

「仏像修理記録」の獅集刊行にともなう調jiwf究で，府紹捉寺金堂本｣Miおよび千手観音像の

調査成果をもとに，修理記録の図録の作成，ほかに奈良ﾘ,!:ド分の修理記録・図版資料の柊備

などをおこなった。

仏像における光背．台座の基礎的調査研究仏像の:11[厳具である光背・台座の遮礎資料の収集

とその形式変遷を実証的かつ復原的におこなうもので，本年度は昨年度につづき文献上の朋

語例の収集と検討をおこなったが，仏IIiiにみる台座・光'1ﾃを検討の資料として加え，‐1劃こ如

来像についてその資料を集めた。

無収差撮影装置による文化財基礎資料の作成（科研一般研究Ａ研究代表者長谷川誠）撹粍

のおそれのある1}f代の絵iIIiiや.i'鋤・出土木簡などの文化財と，利jl]度の商い建築・彫刻・出

土遺構．辿物の尖測間とを無収差搬彩装ilviを用いて商度に粘密な原､｣･埠典に搬彩し，文化財

の完全な記録的保全と復製化を試みるもので

ある。既成のものに本機関で改良を加え開発

した雁収差撮影装置を平城宮跡発掘調盗部写

其窄に設置し，絵両（薬師寺吉祥天像・西大寺

十二天画像など)，書跡（東大所蔵古伽鑑図)，出

土木簡（平城宮出土)，建築図面（平城宮朱雀門

復原図など)，彫刻図面（仏像の写真測11t図)，遺

構図面（平城宮第２次～72次)，土器実測図(平

城．飛鳥．藤原宮出土）の撤影をおこなった。
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第１図無収差撮影装置


